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一人にならない社会づくりを
栃木・山本　菜々美
　私が犯罪や非行について考えるようになったのは、ある日の学校の朝会があってからのことです。その日の朝会では、一人の先生が教え子である、一人の少年のことについて全校生の前で話してくれました。少年は両親がいないため、祖父母に育てられていました。

　ある日、先生のもとに少年の祖父母が訪ねて来て、「野球で鍛え直して欲しい。」と頼まれたそうです。当時少年は、荒れていたと先生が言っていました。少年は、先生に野球で鍛えられ、今は高校野球で活躍し、新聞に堂々とのるほどの人となりました。この話を聞いた後、教室では担任の先生が、

「一人でさみしかったんだろうね。」

と話していました。私は、このさみしい気持ちが犯罪や非行につながるのではないかと思いました。

　犯罪や非行をおかしてしまう人は、一人で怒りや悩みをためてしまい、それをいじめや暴力、暴走などで発散してしまって、学校や地域などで，「問題児」として扱われ、ますます問題行動が増えていきます。だんだん問題行動がエスカレートしていき、万引きや、未成年飲酒などの犯罪に手を出すようになり、警察でもめんどうを見きれなくなりどんどん人から遠ざかってしまう気がします。

　このように、一人になってしまうとデメリットしかありません。そんな暗い社会を変えるためにも、私は、「一人にならない社会づくり」が大切だと思います。

　ですが、たくさん犯罪や非行をした人を受けいれるのは、いやかもしれません。しかし、それを受けいれることで、一人が二人になり、「自分は一人ではない。」という安心感がめばえ、怒りや悩みを人に打ちあけ、一人でかかえこまなくなります。私は、一人一人が支え合い、助け合える地域社会づくりをしたいです。

　また、この「一人にならない社会づくり」を少しでも実現させるために、私は二つの事をこれから始めようと思います。

　一つ目は、悪いと思ったことをすぐに止められる勇気をもつことです。

　「一人にならない社会づくり」を実現させるには、犯罪や非行を止めることが出来ないと始まらないと思います。でも私は警察の人ではないので、犯罪や非行につながる前に、止める勇気をもとうと思います。

　二つ目は、相手の気持ちを考えることです。

　何でも思ったことを口にするのではなく、相手の気持ちを考えて発言する事により、けんかなども減り、「殺したい」や「消えろ」などの気持ちが生まれにくくなり、そういった発言が自然と減り、犯罪や非行につながる気持ちを少しでも減らす事が出来るのではないかと思います。

　このように、二つの事を毎日意識して、「一人にならない社会づくり」を実現させていきたいと思います。
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